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令和5年産米品種別　出荷契約数量
● 出荷契約米

● 加工用米・備蓄米

（単位：俵/60㎏）

今年の出荷契約米契約数量は、
（うるち米・もち米）
前年7万8,782.5俵77万万9,9,305305.5.5俵俵

　令和5年産米の出荷契約米契約数量がまとまりました。ＪＡ富山市管内の地区別・
品種別の出荷契約数量は、下記の表となります。

地　区
う　　　る　　　ち　　　米

うるち計
コシヒカリ てんたかく てんこもり 富富富 ゆうだい21 その他 五百万石

太　田 14,472.0 264.5 298.5 2,827.5 2,748.0 22.0 1,984.0 22,616.5

新　保 4,881.0 500.0 106.0 371.0 694.5 126.0 ─ 6,678.5

熊　野 14,344.0 474.0 692.5 711.5 2,124.5 164.5 ─ 18,511.0

月　岡 10,664.0 810.5 288.5 1,547.0 1,860.0 ─ ─ 15,170.0

南支店計 44,361.0 2,049.0 1,385.5 5,457.0 7,427.0 312.5 1,984.0 62,976.0

蜷　川 3,622.0 279.0 43.0 821.0 41.5 238.5 ─ 5,045.0

堀　川 2,920.5 52.0 ─ 33.5 199.5 ─ ─ 3,205.5

山　室 4,332.0 98.5 67.0 519.0 835.5 ─ ─ 5,852.0

中央支店計 10,874.5 429.5 110.0 1,373.5 1,076.5 238.5 ─ 14,102.5

本　店 200.0 ─ 125.0 350.0 500.0 100.0 ─ 1,275.0

合　計 55,435.5 2,478.5 1,620.5 7,180.5 9,003.5 651.0 1,984.0 78,353.5

地　区
もち米

もち計 うるち・もち
計新大正糯 その他もち

太　田 324.0 ─ 324.0 22,940.5 

新　保 17.0 ─ 17.0 6,695.5 

熊　野 290.0 ─ 290.0 18,801.0 

月　岡 125.5 ─ 125.5 15,295.5 

南支店計 756.5 ─ 756.5 63,732.5 

蜷　川 75.0 ─ 75.0 5,120.0 

堀　川 71.5 ─ 71.5 3,277.0 

山　室 49.0 ─ 49.0 5,901.0 

中央支店計 195.5 ─ 195.5 14,298.0 

本　店 ─ ─ ─ 1,275.0 

合　計 952.0 ─ 952.0 79,305.5 

地　区 加工用米 備蓄米

太　田 5,414.0 2,085.5

新　保 238.5 1,369.0

熊　野 1,754.0 3,491.0

月　岡 550.5 2,413.0

南支店計 7,957.0 9,358.5

蜷　川 1,270.5 367.5

堀　川 49.0 334.0

山　室 293.5 501.5

中央支店計 1,613.0 1,203.0

本　店 66.5 58.5

合　計 9,636.5 10,620.0

2



令和５年度　地域農業振興支援事業
事業名 事業内容 交付条件 助成金額 摘　　要

①新規就農者支援助成 新規就農者の経営開始に係る
機械導入等購入費用を助成

認定新規就農者（富山市認定）
又はそれに準ずる新規就農者

新規就農に必要と認められる
費用の一部を助成
事業費の 1/10
最高 50 万円

認定新規就農者認定書
農協からの機械導入に限る

②土づくり支援助成

② - １
水稲の地力増強に係るケイ酸
質素材の散布作業料金を助成

生産組合単位又は水稲面積
10ha 以上（受託含、団地化）
ケイ酸質資材を基準量以上施用

耕作者に対して作業料金を助
成
800 円 /10 ａ

資材料金は個人負担
農協からの資材購入に限る
但し、中間追肥は除く

② - ２
肥料施用量の適正化に向けた
土壌分析に係る費用を助成

農協に委託した土壌分析に係
る費用の一部助成

水稲用分析パック
園芸用分析パック
2,000 円 /1 パック助成

全農によるパック分析に限る

② - ３
牛ふん堆肥散布助成 牛ふん堆肥代金に対して助成 牛ふん堆肥　2 ｔ

1,000 円 /1 台
富山市農協管内畜産農家から
の購入に限る

③受託作業支援助成 農協からの再委託作業を行う
場合に助成

農協からの再委託作業につい
て助成

作業料金の１割
※市街化地区は２割 農協からの再委託作業に限る

④米合理化推進助成
米の集出荷の合理化（フレコ
ン出荷）・コスト低減を図る
取組みに対して助成

フレコン出荷者に限る
農協施設利用者に限る
富山市農協指定機材に限る

事業費の 1/3  リフトは 1/6
最高 50 万円
RC スタンドバック
　　　　　10,000 円（1 枚）
ラック倉庫・種子センター
　　　　　  2,000 円（1 枚）

合理化に必要な機材・施設に
係る費用の一部
農協からの機材導入に限る

⑤スマート農業推進助成 コスト低減に資するスマート
農業機械の導入に対して助成

ドローン・自動潅水装置
自動運転機械等

農機具の購入助成
事業費の 1/10
最高 50 万円

農協からの機材導入に限る
自動運転機械は自動運転に係
る費用分のみ対象とする

⑥園芸振興支援助成

⑥ - １
園芸作物を取り入れた複合化
及びコスト低減に必要な費用
を助成

各部会に所属及び共選共販を
行うこと
既に複合化をしている方は品
目を増やす場合に対象

事業費の 1/10
最高 50 万円

機材の見積書、契約書
農協からの機械導入に限る
１品目１回に限る

⑥ - ２
出荷数に応じて出荷容器の費
用を一部助成

各部会に所属及び共選共販の
品目であること
出荷用のダンボール箱等

出荷容器額の３割を助成 箱の出荷数量に対して助成
農協からの資材購入に限る

⑥ - ３
園芸作物を新規に取り組む生
産者の種苗代金を一部助成

各部会に所属及び共選共販を
行うこと又は、農協推奨品目
に取り組むこと

種苗代金の一部を助成
事業費の 1/2　最高 20 万円
新規取組み者の初年度のみ

農協からの資材購入に限る
新規栽培に限る

⑥ - ４
各部会の販売拡大及びコスト
低減に必要な費用を助成

富山市農協管轄の部会組織で
あること 最高 30 万円（１部会年間） 事業主体は各部会であること

農協からの資材購入に限る

⑥ - ５
園芸作物の直売所出荷費用を   
一部助成

富山市農協直売所に出荷して
いる生産者及び直売会に対し
て助成
出荷包装・ラベルシール等

直売会：直売所売上の１％
生産者：売上   30 万以上　　売上の１％ +  3,000 円
　　　　売上   50 万以上　　売上の１％ +  5,000 円
　　　　売上 100 万以上　　売上の１％ +10,000 円

⑦畜産振興支援助成 畜産飼料価格高騰対策助成 飼料価格の高騰に対する助成 飼育頭数× 10,000 円（年間）
年間最高 50 万円 農協からの飼料供給額の範囲内

⑧低コスト農業推進助成 ３戸以上の生産者で機械の共
同利用をする際に助成

５ha 以上の取組みに対して助
成

事業費の 1/10
1 経営体 1 回
最高 50 万円

機材の見積書、契約書
農協からの機械導入に限る

⑨農業資格取得支援助成 農業機械運転資格等の取得費
用を助成

農業に直接関係する資格に限
る（大型特殊・リフト等）

資格取得費用の 1/3
最高 10 万円

取得資格免許の写し
領収書等

⑩農業新聞購読支援助成 農業新聞を年間購読している
農業者に対して購読料を助成

富山市農協組合員及び役職員
に限る

年間購読料金の約 1/3
助成額 1 万円（年間）

富山市農協への申込購読者を
対象とする

⑪農業資金借入助成 農協資金による借入に対して
保証料見合いを助成

近代化資金等制度資金に限り
対象とする 保証料額を助成 農協からの機械導入に限る

⑫米選別網購入支援助成
ゆ う だ い 21 の 生 産 者 が
1.8mm の米選別網を購入す
る際に助成

農協からの機械購入に限る 購入費用の 1/2 を助成 農協からの購入伝票
ゆうだい 21 生産者に限る
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Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
時
代
で
す
が
、
感
染
に
注
意
し
な
が
ら

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
！

　

６
月
１
日（
木
）・
２
日（
金
）の
２
日
間
、
ま
ん
な
か
市
場
に

て
「
６
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

管
内
の
ト
マ
ト
等
の
夏
野
菜
を
取
り
揃
え
、
イ
ベ
ン
ト
期
間

中
は
大
勢
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
着
順
で

は
あ
り
ま
す
が
、
お
花
の
ポ
ッ
ト
を
来
店
記
念
と
し
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
、
大
変
お
喜
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
直
売
所
を
目
指
し
、
日
々

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
富
山
市 

ま
ん
な
か
市
場

み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
て
６
周
年

　

８
月
11
日（
金
・
祝
）〜
13
日（
日
）に
は
、
毎
年
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
富
山
市
切
花
即
売
会
」
を
開

催
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
来
店
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

場
所
　
　  

南
支
店
　
中
央
支
店

　
第
２
回
Ｊ
Ａ
職
員
交
流
会
を
開
催
！
今
回
は
、

Ｊ
Ａ
職
員
15
名
、
青
年
部
員
７
名
が
参
加
し
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
定
植
、
大
玉
ト
マ
ト
の
管
理
、
花
の

出
荷
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
秋
に
は
サ
ツ
マ
イ

モ
の
収
穫
作
業
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
実

り
の
秋
が
楽
し
み
で
す
。

活
動
記
録

活
動
記
録

富
山
市
農
協
青
年
部

6/9
（金）

6/14
（水）

6/15
（木）

女
性
部
だ
よ
り

Ｊ
Ａ
富
山
市

　

６
月
９
日（
金
）中
央
支
店
に

て
、
山
室
女
性
部
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
豆

腐
ド
ー
ナ
ツ
と
い
も
も
ち
！

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
集
ま

る
機
会
が
増
え
て
い
く
中
、
た

く
さ
ん
で
き
て
、
簡
単
に
作
れ

る
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
を
選
び
ま

し
た
。

　
簡
単
で
大
量
に
作
れ
る
の
で
、
家
で
も
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
っ
て

み
た
い
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
29
日（
木
）南
支
店
に
て
、

南
女
性
部
手
芸
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

色
や
柄
の
違
う
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を

制
作
し
ま
し
た
！

　

毎
日
使
え
る
お
気
に
入
り
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
が
完
成

し
ま
し
た
。

南
女
性
部

山
室
女
性
部

予告
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過
日
の
６
月
14
日
に
富
山
県
農
協
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
富
山
地
区
農
業
協
同
組
合
協
議
会
通
常
総
会
に
於
き
ま
し

て
、
役
員
改
選
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
こ
の
度
「
富
山
地
区

農
協
協
議
会
会
長
」
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
地
区
農
協

は
３
月
１
日
に
「
山
田
村
農
協
」
が
「
あ
お
ば
農
協
」
と
合

併
し
、
現
在
、
「
あ
お
ば
農
協
」
「
な
の
は
な
農
協
」
そ
し

て
「
富
山
市
農
協
」
と
、
３
農
協
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

富
山
市
の
行
政
区
の
中
に
あ
る
３
農
協
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
共
有
し
、
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
事
業

展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
６
月
30
日
に
富
山
県
農
協
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
全
共
連
富
山
県
本
部
運
営
委
員
会
に
於
き
ま
し
て
、
こ

の
度
「
全
共
連
富
山
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
」
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
共
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
共
済
事
業
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
「
生
命
と
財
産
を

守
る
」
と
い
う
我
々
の
理
念
や
使
命
を
果
た
す
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
Ｊ
Ａ
と
連
合
会
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
共
済
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
人
と
人

と
の
繋
が
り
」
や
「
絆
」
を
大
切
に
し
、
組
合
員
・
利
用
者

の
皆
様
に
さ
ら
な
る
「
安
心
」
と
「
満
足
」
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
私
、
浅
学
非
才
で
は
あ
り

ま
す
が
富
山
地
区
３
農
協
並
び
に
共
済
事
業
発
展
の
た
め
誠

心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
、

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

富
山
市
農
業
協
同
組
合　
代
表
理
事
組
合
長　

高
野
　
諭

全
共
連
富
山
県
本
部
運
営
委
員
会 

会
長

富
山
地
区
農
協
協
議
会 

会
長

就
任
の
ご
挨
拶

令和５年度年金受給者友の会地区別総会を６月５日（月）より７月21日（金）
にかけて開催しております。今年度は雨晴温泉「磯はなび」を会場に、各地
区より年金友の会の会員の参加をいただき、会員の皆様の親睦を図りました。
今年度は４年ぶりの開催ということもあり、久しぶりの総会に、会員の皆
様はそれぞれ温泉と料理を楽しまれ、日頃の疲れを癒されたことと思います。
当ＪＡでは、今後も一人でも多くの方に年金友の会の会員になっていただ
き、このような交流の輪が広がっていくこ
とを願っております。新たに年金受給手続

きをされる方は、ＪＡにて年金額の試算や代行手続きをさせていただきます。また、現
在他の金融機関で受給されている方も、簡単にＪＡでの受給手続きができますので、ぜ
ひお気軽にご相談・ご連絡ください。
また、10月には年金受給者友の会パークゴルフ大会を開催いたしますので、興味のあ
る方、参加を希望される方はお近くの支店へお問い合わせください。

６月24日（土）、富山市農協本店・南支店３階ホールで、
「ＪＡ共済アンパンマン交通安全キャラバン」が開催され
ました。当日は、227人の親子が参加されました。アンパ
ンマンたちが登場すると、子供たちから大きな歓声があが
りました。子供たちは歌や踊りを通じて、アンパンマンた
ちと一緒に交通ルールを学びました。
このイベントは次世代を担う子供たちを交通事故から守る
ため、ＪＡの地域貢献活動の一つとして実施しております。

ＪＡ富山市年金受給者友の会地区別総会

アンパンマンアンパンマン交通安全キャラバン交通安全キャラバンＪＡ共済ＪＡ共済 開催

©やなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ

雨晴温泉「磯はなび」 癒しと寛ぎの絶景宿を堪能
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TTooppiiccss  トピックストピックス
　

５
月
31
日（
水
）、
新
保
小
学
校
５
年
生
47
名
が
「
米

作
り
」
を
学
ぶ
社
会
科
授
業
の
一
環
と
し
て
、
学
校
近
く

の
田
ん
ぼ
で
苗
の
手
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
当
農
協

青
年
部
新
保
支
部
と
職
員
が
植
え
方
な
ど
を
説
明
し
、
児

童
ら
は
約
５
ａ
の
田
ん
ぼ
に
向
か
い
合
い
１
列
に
並
び
、

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
泥
の
感
触
に
最
初
は
大
き
な
悲
鳴
も
聞
こ
え

ま
し
た
が
、
徐
々
に
植
え
つ
け
の
ス
ピ
ー
ド
も
あ
が
り
、

泥
ん
こ
姿
で
は
し
ゃ
ぐ
児
童
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
作
業
後
は
田
植
え
機
の
試
乗
も
行
い
、
初
め
て
感
じ
る
乗
り
心
地
と
見
え
る
景
色
に
興
味
津
々
。

　

秋
に
は
稲
刈
り
を
行
い
、
家
庭
科
の
調
理
実
習
に
て
収
穫
し
た
お
米
を
炊
い
て
、
ご
飯
と

お
味
噌
汁
を
み
ん
な
で
味
わ
う
予
定
で
す
。

　

６
月
３
日（
土
）、
熊
野
校
下
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協

議
会
主
催
の
「
野
菜
づ
く
り
教
室
」
に
当
Ｊ
Ａ
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
室
と
営
農
担
当
職
員
が
協
力
し
、
親
子
で
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
植
え
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
参
加
し

た
の
は
熊
野
地
区
の
親
子
15
組
41
名
。

　

こ
の
教
室
は
親
子
で
農
業
に
触
れ
る
こ
と
で
、
農
作

物
を
育
て
る
苦
労
や
楽
し
さ
、
食
の
大
切
さ
な
ど
一
つ

で
も
多
く
学
ん
で
ほ
し
い
と
協
議
会
が
企
画
。
Ｊ
Ａ
職
員

か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
歴
史
や
品
種
の
特
徴
、
植
え
方
の
説

明
を
受
け
た
後
、
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
長
さ
15
メ
ー
ト
ル
の
畝
５
本
に
約

５
０
０
本
の
「
紅
は
る
か
」
の
苗
を
丁
寧
に
植
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
苗
は
協
議
会
の
皆
さ
ん
で
管
理
を
行
い
、
参
加
者
は
夏
休
み
の
間
、
生
長
を

観
察
し
ま
す
。
10
月
に
は
収
穫
体
験
、
そ
の
後
、
料
理
教
室
で
調
理
し
味
わ
う
予
定
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
！

新
保
小
学
校  

泥
ん
こ
田
植
え
体
験

親
子
で
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え

熊
野
校
下
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会

　

６
月
８
日（
木
）、
熊
野
小
学
校
２
年
生
45
名
の
生
活
科

の
時
間
に
出
前
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
ミ

ニ
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
な
ど
、
自
分
で
選
ん
だ
苗
を
ア
サ

ガ
オ
鉢
で
育
て
な
が
ら
野
菜
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
営
農
担
当
職
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
た
後
の
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
水
は
ど
れ
く
ら
い
あ
げ
れ
ば
い
い

で
す
か
」
、
「
虫
が
つ
か
な
い
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」
、
「
ツ
ル
は
切
っ
て
も
い
い
で
す
か
」
な
ど
、
子
ど

も
目
線
の
鋭
い
質
問
が
た
く
さ
ん
あ
が
り
、
職
員
も
タ
ジ
タ
ジ
に
な
る
場
面
も
。

　

今
後
も
野
菜
の
成
長
を
見
な
が
ら
、
美
味
し
い
野
菜
が
収
穫
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　

６
月
８
日（
木
）、Ｊ
Ａ
富
山
市
野
菜
出
荷
協
議
会 

青
ね

ぎ
部
会
が
収
穫
前
研
修
会
お
よ
び
栽
培
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
部
会
員
に
加
え
、
今
後
青
ね
ぎ
栽
培
を
検
討
す

る
農
家
の
方
も
参
加
さ
れ
、
青
ね
ぎ
の
栽
培
・
出
荷
の
ポ

イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
に
県
内
Ｊ
Ａ
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
青
ね
ぎ

部
会
。
産
地
と
し
て
の
地
位
確
立
と
地
域
農
業
の
活
性
化

を
目
指
し
、
「
確
か
な
も
の
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
努
め

る
」
と
藤
村
伸
生
部
会
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
く
な
ぁ
～
れ
！

熊
野
小
学
校  

野
菜
教
室

Ｊ
Ａ
富
山
市  

野
菜
出
荷
協
議
会  

青
ね
ぎ
部
会

収
穫
前
研
修
会
お
よ
び

栽
培
説
明
会
を
開
催
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６
月
16
日（
金
）、

17
日（
土
）の
２
日

間
に
わ
た
り
本
店

３
階
に
て
「
暮
ら

し
応
援
！
夏
と
く

フ
ェ
ア
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
夏
の
電

気
代
高
騰
を
乗
り

切
る
さ
ま
ざ
ま
な

省
エ
ネ
家
電
、
夏

用
ス
ー
ツ
や
ア
ウ

ト
ド
ア
の
季
節
に

大
活
躍
の
キ
ャ
ン

プ
用
品
等
の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

６
月
21
日（
水
）、
国

内
最
大
の
米
卸
「
神
明
」

の
森
脇
暁
取
締
役
執
行
役

員
が
来
県
さ
れ
、
「
ゆ
う

だ
い
21
」
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
Ｐ
Ｒ
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。
管
内
の
生
産

者
70
戸
の
圃
場
に
１
枚
ず

つ
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

ゆ
う
だ
い
21
は
、
甘
み

と
粘
り
が
特
徴
の
良
食
味

米
で
、
神
明
を
通
じ
て
全
国
の
ロ
ー
ソ
ン
の
お
弁
当
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
安
定
し
た
価
格
で
安
定
し
た
収
入

を
確
保
で
き
る
品

種
で
す
。

　

今
後
も
さ
ら
な

る
生
産
拡
大
を
目

指
し
、
三
者
で
連

携
し
て
情
報
発
信

を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

６
月
22
日

（
木
）、東
京
大
学

よ
り
修
士
学
生
１

名
と
北
酸
よ
り
社

員
１
名
が
来
訪
し
、

５
月
25
日
（
木
）

に
実
証
実
験
を
開

始
し
た
小
松
菜
の

収
穫
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
下
で

栽
培
さ
れ
た
小
松

菜
を
収
穫
し
、
大

き
さ
・
重
さ
・
葉

緑
体
に
つ
い
て
器
具
を
使
っ
て
数
値
を
図
る
な
ど
、
生
育

結
果
つ
い
て
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
成
分
等
に
つ
い
て

検
証
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
土
壌
に
つ
い
て

も
一
つ
一
つ
採
取
さ
れ
、

微
生
物
と
籾
殻
の
炭
の
働

き
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
に

つ
い
て
、
ご
報
告
し
て

い
き
ま
す
。

夏
を
乗
り
切
る
！

お
得
な
製
品
が
勢
ぞ
ろ
い
♪

Ｊ
Ａ
富
山
市
×
神
明
×
全
農
と
や
ま

「
ゆ
う
だ
い
21
」
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置

Ｊ
Ａ
富
山
市
×
北
酸
×
東
京
大
学
×
金
沢
大
学

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

経
過
報
告
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農家を続けるための経営戦略
～人との繋がりの大切さとは～

　祖父から受け継いだ上熊野の土地で小松菜を栽培・出荷す
る蜷川地区の若林  佳晃さんは、今年で専業農家11年目を迎え
る。「ずっと農家を続けたい。そのためには変化し続ける必
要がある。」と語り、小松菜以外にも、農業を通して出会っ
た人たちから要望のあるさまざまな野菜類の栽培に積極的に
チャレンジしている。
　また３年前から農福連携を取り入れており、袋詰めや苗の
間引き、草刈り等をNPO法人へ委託している。「農福＝人件
費が安く済む、という考えは間違っている。自分の時間を確保するために雇い、能力が発揮できる仕事

をお願いする。そして対価をしっかり支払う、そうやって信頼関係ができて
いくのだと思う。」と。
　「ぼくには人望がない」と笑う若林さん。しかし、相手に寄り添い、なに
ごとにも前向きに取り組む若林さんのまわりには、自然と人が集まっている
のではないだろうか。

お問い合わせ先 お気軽にお問い合わせください

期　間

作業内容

勤務時間

令和５年８月中旬～10月上旬

米の荷受け作業・施設内清掃 等

午前８時30分～午後５時

営農販売課	 TEL 076-428-1199
南支店	 TEL 076-428-1122
中央支店	 TEL 076-425-2888

営農販売課・
支店営農係まで

◀若林さんの小松菜にはパッケージに自身の顔がデザインされている。

表紙
今月の

理 事 会 だ よ り
第４回
定例理事会次第

と　き　令和５年６月27日（火）
　　　　午後１時30分
ところ　本 店 会 議 室

４）ディスクロージャー（経営内容の開示）について
５）固定資産の取得（案）について
６）労働組合要求について（夏期賞与）
７）役員委員会構成の改定（案）について

１）「富山市のWEB口座振替受付サービス」の手数料
設定（案）について

２）内部監査規程の一部改正（案）について
３）不良債権の処理方針（案）について

協議事項

アルバイトアルバイト
募集募集！！！！

応相談共同乾燥調製施設
（ライスセンター）


